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また，ある居留邦人が観察した当時の私立学校の状況は次のとおりである。   
稲 葉 継 雄   
此等の学校は，編狭なる自主的愛国心の養成を以て，教育の第一義と心得，  










本語教育軋 上の引用にあるように盛んに行なわれたのか，行なわれたとすれ  
ばその背景にあった要因は何か，を解明するのが筆者の差し当たっての関心で  
ある。  










韓末も日語学校モの諸特徴」（筑波大学地域研究研究科『筑波大学 地域研究』  





学校の範疇に属したものと思われる。   
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語教育の需要があったことは否定できないであろう。   
2．外国語として日本語のみを教えた私学   
韓国における近代学校の曙矢は，1883年元山に開設された元山学舎（後に元  
山学校）であったという。そして，この元山学舎において日本語が教えら九た   
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う意図があり，それに基づいて日本人女教師が招哨されたからである。このよ   






らである」と記している。   
小学校・中学校・専門学校を連結する普成学園構想の最初の学校として1905  
年2凡 普成小学校が開校された。同校は尋常料と高等科から成り，高等科に  
おいて日本語が教えられたことが確認される。同年5月25日付の『皇族新聞』  
に「私立普成学校長金重燥」の名義で「本校ほ，尋常科卒業生を教授するため  
北署梅洞の前中枢院に設置し，学徒を募集する……教科 読書・作文・習字■  
日語・算術・理学科大綱・地誌・歴史・体操・図画，年齢 十四歳以上二十歳  






















たものと思われる。それはともかく，この学徒募集広告でも教育内容が算術・   






















し 同年9月中旬には西北学会自体が総督府によって強制解散に追込まれたの  
で，この講習所は，結局開設されなかったか，開設されたとしてもごく短命で  
あった。   
参考までに，＜表1＞において西北学会が設立したとされている五星学校  
は，実は西北協成学校である。西北協成学校が廃校され，五星学校として再出  




語教育が行なわれたことを芥巨測させるiこ足る。   
長薫学校は，1907年4月26日付の『皇城新聞』に「本校法律日語夜学設始顧  
学歳員来議」という広告を出しているところから，日本語を教えたことが明ら  
かである。   
親潮興学会の畿湖学校は，学会が設立した学校という意味でも，教師養成を  
主眼とした点でも，前述した西友学会の西友師範学校．漢北興学会の漢北義塾   











い。   
畿湖学校tま，日韓併合直後の1910年9月隆幣学校を合併，同年11月，名を中  























記事の初出を示し，「皇」は『皇城新聞』の，「大」は『大韓毎日申報』の略で   
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ある。これらの点ほ，後掲のリストlこついても同様である。）   
ソウル両署鋼明 細泉夜学校（後に漢陽学校）（皇1899．4．22）   
ソウル西門外蛤洞 照崖義塾（皇1899．12．1）   
鍾城郡 踵城小学校（皇1900．8．22）   
鏡城 碓柱鏡の私立学校・こ仮）（皇1901．1．29）   
温陽 日漢文学校（皇1904．6．18）   
開城 中京義塾（後に孟東義塾〕（皇1905．5．25）   
豊川郡 豊川郡私立学校（皇1905．5．30）   
ソウル 普明学校（皇1905．6．17）   
平壌 弘徳学校（皇1905．7．4）   
沃川 進明学校（皇1905．8．18）   
尚州郡 姜倍憲の私立学校（仮）（皇1905．臥28）   
ソウル西小門内 海崖学校（大1905．12．10）   
ソウル 金壷焼の私邸学校（仮）（大1906．2．16）   
ソウル南署履洞 東亜閑進教育会夜学（皇1906．3．5）  
恩津郡 加水学校（皇1906．3．7）  
恩津郡 普明学校（皇1906．3．9）  
祥原郡 新盛学校（皇1906．3．16）  
端川郡 維新学校（皇1906．3．19）   
ソウル両署南松l呪 進明義塾（皇1906．4．12）   
ソウル 季容植の私邸学校（仮）（大1906．4．1釦  
博川郡 博文学校（皇1906．4．19）  
思川郡 敏明学校（皇1906．4．28〕   
ソウル 国民教育会法学講習所（皇1906・5・8）   
ソウル碑洞 普信女学館（大1906．5．25）  
ソウル北署花開洞 日■斯学校（大1906．6・1）  
南陽郡 洪益善の私邸学校（仮）「皇1906・6・5）  
ソウル中署長通坊 永進義塾（普興新塾の後身）（大1908・6・20）  
金海郡 金海郡私立普通学校（皇1906．6．25）  
ソウル西署玄石里 玄成学校（大1906．7．6）  
広州 広輿学校（皇1906．7．16）  
公州 明化学佼（皇1906．7．17）  
光州 農工普通学校（大1906．7．31）   
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沃川郡 仁明学校（米案学校の後身）（大1906．8＿3）  
公州郡 鳩山学校（大1906．8．10）  
ソウル山林洞 光明学校（後に永進義塾と合併して杷成学校）（大1906．   
8．26）  
ソウル西署弼雲台 弼雲台夜学講習所（仮）こ大1906．9．1）  
ソウル中署枇杷洞 永進義塾（皇1906．9．17）  
公州 育英学院（皇1906．9．21）  
石城郡 三山学校（皇1906．10．2）  
ソウル西署奉常司洞 同済学校（大1906．10．11）  
大坪 私立大郎師範学校（帝国新聞1906．10．30）  
仁川 済寧学校（大1906．11．1）  
安峡郡 安明学校（皇1906．11．1）  
ソウル同済学校内 賛文学校（皇1906．11．6）  
ソウル 東東学館（皇1906．11．23）  
水原 明化学校（皇1906．11．26）  
江東郡 遂明義塾（皇1906．12．13）  
ソウル西署薬眼 光興学校（大1906．12．20〕・  
ソウル 広信商業学校（皇1906．12．25）  
ソウル往十里 旺新学校（皇1906，12．31）  
龍渾郡 全明義塾  
康津郡 金陵学校  
通川郡 敏明学校  
水原 須成学校  
南陽郡 養性学校  







ソウル西署巡洞 巡洞私立小学校（大1907．2．28二）  
白川郡 永明学校（皇1907．3．1）  
ソウル ー成義塾（皇1907．3，8）  
平壌 養成学校（大1907．3．13）  
ソウル両署苧洞 響監学校（後に警察専門学校）（皇1907．3．27）  
伊川郡 天主教会学校し仮）（皇1907．4．23）  
東栄 三栄学校（大1907．5．4）  
ソウル 芝山学校（大1907．5．21）   
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順安郡 順安学童（大1907・5・28）  
ソウル北署梅洞 同志研究学舎（大1907．6．29）  
ソウル北署掌苑署橋 諌数院（大1907．8．24）  
永柔郡 羅翰桐の私設学校し仮）（大1907．10．11）  
ソウル尚洞 正則ML夜学校（大1907．11．2）  
昌城郡 日新学校（大1907．11．15）  
平壌 東砲倭船倉労働夜学し阪）（皇1907．11．29）  
開城郡 培義学校（大1907．12．14）  
ソウル夜珠岨 広奥義塾（大1907．12．29）  
ソウル北署楼閣洞 信明学校（大1908．1．11）  
金海郡 朝陽義塾（大1908．1．31）  
ソウル西署青坂下馬碑洞 広成学校（大1gO8．2．6）  
中和 達明学校（大1908．2．6）  
平壌 新日学校（大1908．2．11）  
ソウル新門外平洞 華東夜学校（大1908．2．19）  
全州 進明夜学校（大1908．2．26）  
ソウル四部貞洞 開進学校（大1908．4．2）  
ソウル南門外 労働夜学全学校（仮）（皇1908，4．4）  
魯城郡 龍山学校（皇1908．4．5）  
奉化郡 朝陽学校（皇 ユ908．4．29）  
通津 扮ナム学校（大1908．5．9）  
北育 普成学校（大1908．5．10）  
延安郡 照明夜学校（皇1908．5．19）  
ソウル三清洞 法済講習所（大1908．5・20）  
華川郡 私立華東小学校（皇1908．5．28）  
東英 明正学校（大1908．6．6）  
ソウル 教化義塾（大1908．6．17）  
ソウル青放下馬碑洞 文昌学校（孔徳里広成支校の後身）（皇1908・7・2）  
楚山郡 普通時務学校（皇1908．7．2）  
ソウル 三山義塾（大1908．7．7）  
ソウル 威南夜学校（大1908．7．14）  
ソウル 斎東義塾（大1908．7．29）  
恩津郡 論山学校（皇190乱8．16）   
稲 葉 秋 雄  
東栄 育英学校（大1908．8．25）   
ソウル大安洞 光東学校（大1908．9．4）  
鋲粛清 基啓三崇学校（大1908．9．10）   
ソウル 養源学校（皇，大1908．9．25）  
水原 普明義塾（大1908．9．25）  
平壌 平壌師範預備講習所（皇1908．10．3つ・  
ソウル丙小門 専門講習所（大190臥10．16）  
ソウル 安頓奨学社（皇1908．10，22）  
ソウル南部詩洞 進明学校（大1908．10．25）  
ソウル北部安幌 別量日語講習所（大1908．10．27）  
通津 況陽学校（大1908．10．30）  
ソウル南部撃洞 光商学校（大1908．10．30）  
加平郡 普成学校（大1908．11．1）  
瑞興郡 黍昌測量学校（大1908．11．11）  
麻浦 普明夜学校（大1908．11．22）  
茂束郡 茂成学校（大1gO8．11．25）  
ソウル 湖南学会日語算術夜学（皇1908．11．29）  
ソウル中部河橋 隆昌講習所（大1908．11．29）  
江界郡 清原商務学校（大1908．12．2）  
ソウル北部粛洞 測量新塾（大1908．12．4）  
白川郡 白川労働夜学（仮）（皇1908．12．15）  
ソウル西大門外縁洞 親陸夜学校（大1908．12．16）  
平山郡 永豊学校（大1908．12．19）  
ソウル普成中学校内 数語学院（皇1908．12．20）  
原州郡 原州郡労働夜学校（仮）（皇1909，1．7）  
ソウル 共成学校（大1909．1．9）  
義州 一成夜学校（皇1909．1．9）  
黍仁郡 禾湖夜学校（大1909．1．13）  
ソウル西署陽洞 光成学校（皇1909．1．26）  
甲山郡 普新学校（皇1909．1．29）  
元山 徳源元山港労働夜学校（大1909、2．7）  
ソウル進明学校内 簿記日語奇習所（皇1909．2．20）  
ソウル安洞 口語算術夜学塾（仮）（大1909．3．16）   
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ソウル中部校洞 東奄美塾（皇，大1909．3．16）  
ソウル東部賽橋 常束義塾（大1909．3．18）  
ソウル洞口内 養源義塾（大1909．4．4）  
ソウル尚洞教堂内 新醍夜学校（大1909．4．8）  
適川郡 通明学校（皇1909．4．16）  
ソウル西門外阿岨 進明講習所（大1909．4．29）  
陰披郡 通明学校（皇1909．5．12）  
ソウル安洞 昌東義塾（皇1909．5．14）  
忠州 普興義塾（大1909．5．26）  
根山郡 根山夜学校（仮）（皇1909．6．8）  
ソウル中部相思洞 ≡興学校（皇1909．6．27）  
ソウル 関東学会日詰養蚕料（仮）（皇1909．6．30）  
ソウル 大帝旅魔夜学講習所（仮）（皇1909．7．1）  
ソウル短絡広耳洞 専門講習所（大1909．7．22）  
順安 李和英の私設夜学校（仮）（皇1909．7．23）  
秩川 海明学校（大1909．7．27）  
慈城郡 慈城郡学校（仮）（皇1909．8．8）  
大開 女子日漢文講習所（大1909．8．12）  
芙江 美江夜学校（仮）（皇1909．8．13）  
ソウル丙大門 新興蚕業講習所（後に新興農業講習所，さらに隆興農林講習   
所）（旦1909．8．27）  
龍南郡 龍南郡夜学校（仮）（皇1909．9．28）  
ソウル新門外 西隣夜学校（大1909．10．19）  
洪川郡 広成義塾（皇1909．10．22）  
密陽郡 城内労働夜学校（皇1909．10．29）  








茂朱郡 明倫学  
龍岩浦 寵成学  
牙山部 日新学  
瑞興 新興学校  
懐仁郡 道明学  
江西邑 閤天学  
義州 義州講習  
穂 乗 組 礁   
扶余 扶輿学校（大1910．2．13）   
金川郡 広盾学校（皇1910．3．3）   
常頃郡 常頃郡夜学校し仮）（大1910．4．1）   
林川郡 林川郡労働夜学校（仮）（皇1910．4．6）   
ソウル北部斎洞 斎東講習所（大1910．4．17）   
ソウル中部中麻洞 研精堂（大1910．5．4）   
新義州 崖栗斗らの夜学（仮）（皇1910．5．12）   
載寧郡 左粟藍瀾講習所（皇1910．6．1）   
白川郡 白川郡師範講習所（皇1910、6、12）   
義州 克明学校（大1910．8．5）  
ここで，上のリスト車のいくつかの学校について若干補足説明を加えておき  
たい。   
普明学校は，『皇城新聞』1905年6月17日付における同校の外国語科目が日  
語だけであるので上掲リストに収録したが，教師としては英法語教師もいたと  










11．29），通明学校（皇1909．4．16 興士団通川支部設立），関東学会日詰養蚕  
科（皇1909．6．30）がそれである。これによって．愛国啓蒙団体が，反日的  
でほあっても日本語そのものを排斥するものでは必ずしもなかったことが証明  




新女学校と一致する。すなわち普信女学齢も 明新女学校という正式校名が決   
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ソウル 私立鉄道学校（皇1901．10．5）   
蔚山郡 開進学校（皇1905．7．29）   
利川郡 明東学校（皇1906．2．14）   
鵡川郡 維新学校（皇1906．2．27）   
仁同郡 朴重板の私立学校（仮）（皇1906．3．16）   
熊川郡 開通学校（皇1906．4．10）   
活道郡 開明学校（皇1906．5．7）   
款谷郡 欽谷郡私立普通学校（皇1906．6．23）   
国城郡 普明学校（皇1906．8，3）   
義城 聞霹学校（皇1906．8．7）   
城津郡 日進義塾（皇1906．8．16）   
稲 葉 継 雄  
舌旦那 匡和学校（大1906．8．23）  
成興郡 柳乗護らの私立学校（仮）（大1906．10．19）  
安辺郡 普通明進学校支校（大1906．12．21）  
漣川郡 日新義塾（皇1906．12．27）  
祥原郡 祥雲学校（大1907．3．27）  
全州郡 鳳和学校（大1907．4．17）  
亀城郡 維新学校（皇1907．6．15）  
延安郡 道明小学校（大1907．8．10）  
永柔郡 李花学校（大1907．9．24）  
大雄 養成女学校（大坪女子学校の後身）（大1907．12．24）  
ソウル 淑刑女学校（漢城女学院の後身）（皇1908．2．28）  
鋲安部 文明学校（皇190モ～．5．16）  
安義郡 安義郡立学校（大1908．8．12）  
広州郡 僕山学校（大1908．10．9）  
開城郡 江南学校（皇1908．12．1）  
忠州 通明学校（大1909．2．5）  
草渓郡 開進学校（大1909．9．25）  
搬興部 私立戒興高等学校（皇1910．1．1射  
水原郡 普明学校（皇1910．1．28）  
ソウル桂洞 普異学校（皇1910．3．25〕  
宝城郡 李菜磯らの私設学校（仮）（皇1910．8．12）   
3．英語などとともに日本語を教えた私学・   
英語・中国語（当時の呼称は漢語あるいは清語）などとともに日本語を教え  





10月25日から11月4日まで適日，生徒募集広告が出されているからである。   
この生徒募集広告によれば，興化学佼の教科日は英語・算術・地誌・歴史・  
作文・討論・体操，すなわち外国語ほ英語だけであった。ところが，『皇城新   








月に至って日詰夜学科を特設，日本語教育をさらに強化している。   









制lも 日語および普通学の昼学科と夜学日語速成科とされている。これ以後  
も，外国語は日語のみである。つまり中橋義塾は，1899年9月に日本語教育を  
開始し，1903年から日・英語並行体制となったものの，1906年9月には再び日  













授して，英語に中学科を兼授する料ほ英文学科と称L，日語に中学科を兼綬す   










めた渡瀬常吉の一番弟子ともいうべき人物である。   
青年学院は，平熱こも設立された。1905年10月24日付の『皇城新聞』によれ  
ばこの学校ほ，発足当初から，聖書・英語その他を教科目とし，口語専門夜学  






















た措置であった」という。「当時の現実的な国際情勢」といえほ，日韓併合を   
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直前にして日本の圧力がいよいよ露骨化していたのであるが，これに対抗して  





























る。すなわち中東学校は，1906年春に開設された漢語夜学に，同年12月，日語   


































に，民族私学の雄として民族意識の覚醒と独立思想の鼓吹を教育目的とした大   
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じくキリスト教系の私立中学で，外国語は英語と日本語を教えたことになる。   
以上が＜蓑1＞に含まれている語学校であるが，代表的な民族系私学とまで  
はいえないものの，日本語その他の外国語を教えた私立学校はこのほかにも多  




















ったことがわかる。   
ソウル新門外の大韓運輸会社は，1900年12月10日付の『皇城新聞』に，英語  
と日詰を教える学校を設仇 その卒業生を社員として雇用する旨の広告を出し  
ている。この学校が，運輸会社養成学校である。また，同じく『皇城新聞』の  
1901年10月3目付には，運輸会社養成学校教師李根浩の名で出された日語要員  
増募広告がある。これは，当時の運輸業界において日本語と英語，なかんずく   



























は，ソウルの普成中学校の姉妹校である。   
ソウル南門内にあった広化新塾は，純粋な外国語学校からやがて測量事務所  
へと変質したが，外国語の内容も，時とともにさまざまに変化している。『大  
帝毎日申報』によってその変遷をたどると次のとおりである。   
1906．4．3  日・英・法   
1906．6．5  日・英   
1906．9．6  日・英・慄   
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1906．11．22  日・英   
1908．8．25  日・英  
















いうことができよう。   
木浦日新学校については，「税関官吏にして西洋臭味を帯びたる李鐘元氏等  
は有志の賛助を得て木浦日新学校なるものを立て，数十名の生徒を収容して英  
語日語及普通学を授仇 後ち之を私立木浦輿進学校と改称し明治四十一年之を  ∴∴  
公立木浦普通学校に合併せり」という記録がある。この前後の文脈から推し  






っている点が注目されるところである。   
ソウル鐘路大済旅館内に開設された専門講習所も，上述の英明学校と同じ  
く，日・英両語から日語のみへの変化が認められる。『大韓毎日申報』1909年  
2月12日付の広告でほ英語・日語・渋け量の学員を募集しているのに対して，同   
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紙同年5月9日付の学員募集広告では，学科が日詰・算術に限られているので  
ある。当初から，英語は夜間 日語は昼夜問と，目語［トbの姿勢が窺われた  
が，ほどなく日詰のみに絞り，この姿勢を確固たるものにしたということがで  







ておく。   
以下，日本語とその他の外国語を併せ教えた学校で『皇城新開』『大韓毎日  
申報』に散発的に登場する非キリスト教系の私学を列挙しよう。（各項の末尾  
tも 当該学校における外国語の種頒を示し，その順序は新聞の記述順である。）  
ソウル東署統内 道東学校（皇1899．5．26）英・日  
順川郡 時務学校（皇1904．12．14）日・英  
ソウル 温粋義塾（大1905．1．13） 日・英  
ソウル 宕怠法会夜学校（皇1905．5．26）英・日  
成川郡 朴相朝の私設学校（仮）（大1905．8．22）日・英  
淀川郡 具管絃らの私立学校（仮）（大1906．3．13）法・英t撰・日  
ソウル酉署薬順 光興義塾（大1906．3．25）英・日  
ソウル・黄土呪 進明夜学校（皇1906．3．28）日・英  
林川郡 天実学校（大1906．4．17）目・英  
江華府 中成学校（皇1906．4．17）英・日  
奉安郡 華陽義塾（大1906．4．19）英・日  
礪山郡 松村義塾（皇1906．4．30）英・日  
ソウル中署河横板井洞 前進学校（大1906．5．20）英・日  
堤川郡 昌明学校（大1906．8．7）法・日  
ソウ／レ西署万里岨 均明義塾（大1906．9．30）英・日  
ソウル中署洞口 商業専門学校（大1906．11．20）日・英  
ソウル教化門前 敦明義塾（大1906．11．25）英・日  
ソウル教化門前 工数学校（大1907．3．3〕日・英   
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扶余 進明学校（皇1907．4．29）日・英  
南陽郡 明達義塾（大1907．5．15〕英・日  
伊川郡 光輿学校（皇1907．7，31）其・日  
義州 汚友夜学校（大1907．8．24）英・日  
ソウル東署豊子洞 東交義塾〔大1907．9．15）洪・日  
ソウル散文義塾内 観英夜学舎（皇1907．10．1）日・英  
ソウル西署長興洞 長興義塾（大1907．11．27）日・英  
仁川 広学会夜学（皇1907．12．18）日・英  
ソウル東署豊子洞 大東義塾（大1908．5．21）携・目  
安州郡 協成安興学校（大1909．3．23）英・日  
ソウル 普異義塾（皇1909．6．23）日・英  
ソウル国民教育会館内 養源女学校 ■（大1909．7．3） 日・英  
ソウル 衷心女学校（皇1909．7．14）日・英  
鉄山 彰東学校（大1909．7．20）英・日  
ソウル西部南大門内 語学講習所（大1909．8．24．）日・英  
ソウル畿湖学会内 隆進商業講習所（皇1910．2．19）日・英  
ソウル 長通学校（大1910．3．25）英・日  
扮川郡 広遠学校（大1910，4．釦 英・日  
ソウル義正義塾内 日英語講習所（皇1910．4．19）日・英  
ソウル畿湖学校内 東昌夜学校（皇1910．5．28）英・日  












る。ところが，この後間もなく培材学堂は，日本語も教えるようになった。   
稲 葉 継 堆   
＜表2＞ キリスト教系私立学校  
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校  名  教   派  
出所：孫 仁鉄 前掲書 pp．194～196  
『培材八十年史』所収の1908年3月現在の毎週教授時数真に日語が含まれてお  
り，同年4月3日付の『大帝毎日申報』では，英語・目語・算術の3専門科か  





















したが，この高等科においても聖経・日語・英語ほ必修科目であった。   
信聖学校は，1906年7乱 「模範教育」の開始とはぼ時を同じくして開校し   
















した」と簡単に触れているだけであり，これ以上のことほ知る由がない。   
＜蓑2＞以外のミッショこ／・スクールで英語および日本語を教えたものとし  
て監理沢の協成神学校がある。この学校は，1910年1月，教育体制を整備して  
臨成神学校となったが，この時，「最初の教授としては宣教師5人と躍煩憲と  し十  
梁柱三，そして日語教授として増田責伊智が招請された」という。英語tま，  
1905年6月の神学豊開設以来教えられており，1910年に至って新たに日語が加  
えられたのである。   
いわゆるミッシ◆ヨン・スクールとまではいかないもののやはりキリスト教系  
の学校として青年学院・養実学院が日本語と英語を教えたことほ先に述べた  










とが推測される。   








開進夜学校がキリスト教系であったことは明白である。   






















感謝すべきことである」と発言したことなどがその例である。また独立協会の   
相 葉 照 雄  
会員tも 光興学校など日本語を教えた私立学校の開設に関与してもいる。要す  
るに当時の開化派人士は，日本の教育進出や日本語の浸透に対する警戒よ り  










ていたのである。   


















































害関係有り」というのが，日語を官公立普通学校の第1学年から必修科目とし   




























は想像に難くない。   
おわりに  
本稿の要点として改めて強調したいのは次のような点である。   
第一に，日本語を教えた旧韓末私立学校（韓国人自身が設立したいわゆる民  
族私学およびキリスト教系私学）は，従来いわれてきたのより遠かに多い。そ   
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